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十
一
月
期
の
福
祉
年
金
の
支
払
い

が
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

前
に
福
祉
年
金
証
書
を
、
つ
ぎ
の
日

程
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
印
鑑
及
び

保
管
証
を
持
参
の
上
指
定
の
場
所
で

お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。
（
受
け
と
り

は
、
代
理
の
か
た
で
も
結
構
で
す
。
）

　
例
年
午
前
中
は
混
み
合
い
ま
す
が
、

午
後
か
ら
は
比
較
的
す
い
て
い
ま
す
。

目
　
　
時

福
祉
年
金
証
書
交
付
場
所

受
給
郵
便
局

n
月
n
日
㈹

午
前
9
時

～
午
後
4
時

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
目
町
高
田
郵
便
局

市
農
協
新
水
事
業
所

新
水
簡
易
郵
便
局

六
　
箇
　
公
　
民
　
館

六
　
箇
　
郵
　
便
　
局

川
　
　
治
　
　
農
　
　
協

川
治
簡
易
郵
便
局

中
　
条
　
公
　
民
　
館

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
　
条
　
公
　
民
　
館

下
　
条
　
郵
　
便
　
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

水
　
沢
　
公
　
民
　
館

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

n
月
1
2
日
困

午
前
9
時

～
午
後
4
時

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

十
目
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

水
　
沢
　
公
　
民
　
館

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

　欝歯葦の曜邸騨騨子脇
　9月の3歳児検診は66人が受検し、虫歯の

ないよい子はつぎの皆さんでした．

住　　　所 氏　　　　名 保護者

新　　座　　3 久保田智己 行雄

四日町新田4 阿部　　慈美 忠男

南　新　田　町 小林　　一成 順一

田　川　町　3 津畑小百合 順一

稲　荷　町　西 佐藤　　春奈 三夫

江　　　　　道 庭野由起子 宏一

上　　川　　町 佐藤　　美雪 昭二

学　校　町　2 近　　　貴　子 義夫

稲荷町3本通り 白　　　日　光 晃俊

水　　　　　口 村山　　真弥 雄一

中　条　旭　町 藤　木　　　麻 和夫

｝
難
月
の
休
圓
救
急
医
　
…

㎜
2
日
　
至
誠
堂
選
院
茜
濾
簸
東
）
　
　
…

…
　
　
　
　
霧
2
の
3
2
7
6
番
…

…
　
　
　
　
よ
村
二
病
院
（
中
塁
村
爾
中
）
　
　
…

｝
　
　
騰
0
2
5
7
6
マ
2
1
蓋
番
…

…
3
礎
樋
　
池
田
【
簾
一
院
（
本
灯
簸
ご
　
　
　
…

…
（
文
駕
の
β
）
。
騰
2
の
2
5
8
1
番
…

㎜
9
日
　
幽
鐵
医
院
（
袋
町
中
）
　
　
…

｝
　
　
　
　
懸
2
の
2
1
7
4
番
一

…
矯
日
　
欝
鐙
籔
院
葎
窮
酵
）
　
　
…

｝
　
　
　
　
織
2
の
3
2
6
9
番
一

…
　
　
津
南
癖
院
馨
好
大
鶴
琶
…

｝
　
、
馨
書
7
6
－
5
の
3
1
6
轟
…

㎝
2
3
β
中
条
病
院
範
原
）
　
｝
　
…

…
　
　
　
　
魏
7
の
3
0
ま
8
番
・
…

…
2
4
β
　
大
島
鐵
院
窺
原
町
）
　
…

…
翁
労
壽
量
壼
2
の
2
9
5
7
番
一

｝
3
0
日
　
幽
鶴
癌
院
筆
悉
爽
遍
ユ
…

｝
　
　
　
饗
＄
の
2
0
0
3
番
一

噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

程車日献血
と　き　11月5日㈱／午前10時～午後3時

ところ　十目町実業高等学校

と　き　11月6日困／午前10時～午後3時

ところ　関芳織物㈱

明日といわず今献血しましょう

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
四
日
㈹
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
江
道
、
猿
倉
、
津

池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
　
▼
十
一

月
十
一
日
㈹
　
午
前
九
時
～
午
後
一

時
ま
で
　
樽
沢
　
▼
十
一
月
十
一
日

㈹
　
午
前
九
時
～
午
後
二
時
ま
で

安
養
寺
　
▼
十
一
月
十
二
日
困
　
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
高
田
町

三
南
、
寿
町
四
、
昭
和
町
一
・
二
、

泉
町
の
各
一
部
、
栄
町
、
高
田
町
二

▼
十
一
月
十
四
日
囲
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
鉢

翅

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
城

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

11
月
1
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

55
年
7
月

生
れ
の
人

域全

）
い

紙
さ

す
用
下

ま
ト
で

り
一
い

送
ケ
お

を
ン
は

書
ア
た

知
（
か

通
　
　
の

診
　
月

検
　
当

み
　
該

の
　
　
も

診
　
　
て

検
　
　
く

児
　
　
な

月
　
が

力
　
知

6
　
通

歳
　
人

1
　
個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

n
月
1
4
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

54

年
5
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

n
月
12
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52

年
5
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

n
月
6
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半

～
4
時

中
条
公
民
館

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

中
条
地
区

n
月
1
0
日

　
（
月
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

n
月
n
日

　
バ
火
）

吉
田
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー

吉
田
地
区

n
月
2
0
日

　
（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

n
月
1
7
日

　
（
火
）

十
日
町
公
民
館

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
結醐

　
　
赫

」販皿／25
　　　　　　　　　　　口61号口
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保
育
所
入
所
児
童
を
募
集

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
十
二
月
五
日
働
～
十
二

月
二
十
日
田
ま
で
。

入
所
資
格
　
十
日
町
市
に
住
民
登
録

し
て
あ
り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
（
○

歳
児
は
募
集
の
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。
）

提
出
書
類
　
保
育
所
入
所
申
請
書
（
用

紙
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
及
び
各
保

育
所
に
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
　
母
親
が
内
職
を
し
て
い
る

場
合
は
事
業
主
の
証
明
書
（
所
定
の

用
紙
）
が
必
要
。
ま
た
祖
父
母
、
父

母
等
が
病
気
の
場
合
は
医
師
の
診
断

書
（
六
十
五
歳
以
上
は
除
く
）
が
必

要
。
入
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼
稚
園

や
へ
き
地
保
育
所
に
入
園
等
決
定
さ

れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
選
考
の

落
毒
言
擁
灘
戦

　
　
“
次
回
が
最
終
回
で
す
H

対
象
か
ら
除
外
と
な
り
ま
す
。

募
集
予
定
人
員

　
十
日
町
保
育
所

　
川
治
保
育
所
y
ー
－

　
下
条
保
育
所

　
十
日
町
西
保
育
所

　
高
山
保
育
所

　
鐙
島
保
育
所

　
北
原
保
育
所

　
水
沢
保
育
所

　
十
日
町
幼
児
園

　
北
越
保
育
園

　
四
日
町
保
育
園

　
山
本
愛
泉
保
育
園

　
森
の
保
育
園

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

会
福
祉
事
務
所
（
8
七
f
三
一

時
間
　
午
後
三
時
～
七
時

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室
（
二
階
）

※
市
民
と
語
る
日
は
、
冬
期
休
み

で
、
来
年
四
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

三
十
四
人

四
十
人

二
十
七
人

三
十
一
人

十
九
人

十
八
人

十
九
人

四
十
四
人

二
十
八
人

二
十
三
人

二
十
八
人

二
十
六
人

二
十
七
人

　
　
　
市
社

　
　
　
一
一

番
内
線
二
一
五
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

新
潟
県
の
最
低
賃
金

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
す
る
新
潟
県
最
低
賃
金
が

つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
の
適
用
を

受
け
る
労
働
者
に
、
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

最
低
賃
金
額

　
　
一
日
　
二
干
七
百
二
十
一
円

（
た
だ
し
、
時
間
給
の
労
働
者
は
一

時
間
三
百
四
十
一
円
）

効
力
発
生
日

　
　
昭
和
五
十
五
年
十
月
十
二
日

㌧
期
ゴ

冬

◎冬期問のゴミ収集欝が珍舜1縫

から大幅にかわります。　『、．

収集計画は、別紙のとおりです。

◎別紙が配られな恥町内（部落〉

の冬期間のゴミ収集は休みます。

＠ドカ憲、豪雪のため取集車遷行

が不能な場合は収集できませんの

懸あらかじめご了潔ください．

　お閥い合わせは、十日町市川爾

町衛生施設組合．（82－3924番、
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十
月
一
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
た
第
十
三
回
国
勢
調
査
は
、
市

民
と
二
百
七
十
名
の
調
査
員
の
協
力

に
よ
り
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
調
査
の
結
果
は
国
よ
り
、
十

二
月
末
日
ま
で
に
全
国
、
都
道
府
県

及
び
市
区
町
村
別
の
男
女
別
人
口
が

公
表
さ
れ
、
そ
の
後
順
次
詳
細
な
集

計
結
果
が
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

口人男ll区地各

そ
こ
で
今
回
は
十
日
町
市
で
取
り
ま

と
め
た
集
計
表
に
よ
る
人
口
（
概
数
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
総
人
口
は
、
四
九
、
五
五
五
人
で
、

昭
和
五
十
年
に
比
較
し
六
五
六
人
、

率
に
し
て
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
人
口
密

度
（
一
平
方
キ
・
メ
ー
ト
ル
当
た
り

の
人
口
）
は
二
三
四
・
四
人
と
な
り
、

昭和麟 昭和50年 増滅数 増減率

総数 蝋騨、
　，　・　人

鵡亀鋤 　　義ム　鰯 △蒸・3策

．翼鋤 2毅蜘鷺泌灘1 i箆灘驚8 轟耀

彼㌧馨 鷹鰯 25，謝撫
蓑姦　、

4欝熱
縫帯数｝ 糞2瀞欝 玉2，鍵4， ，　魏 重。6

十日町地区 12，811 13，848 △1，037 △7．5

中条地区 11，228 11，012 216 2．0

川治地区 9，216 8，992 224 2．5

六箇地区 970 998 △　　28 △2．8

吉田地区 3，903 4，060 △　　157 △3．9

下条地区 4，329 4，374 △　　45 △1．0

水沢地区 7，098 6，927 171 2．5

昭
和
五
十
年
の
二
三
七
・
五
人
に
比

べ
三
二
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
男
女
別
を
み
ま
す
と
、
男
子
人
口

は
二
四
、
一
九
九
人
、
女
子
人
口
は

二
五
、
三
五
六
人
と
な
り
、
昭
和
五

十
年
に
比
べ
、
男
子
は
一
七
八
人
、

○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
、
女
子
は

四
七
八
人
、
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
と
な
り
ま
す
。

　
性
比
（
女
百
人
に
対
す
る
男
の
数
）

は
九
五
・
四
と
な
り
、
昭
和
五
十
年

に
比
べ
、
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
差
が
縮

ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
世
帯
数
は
一
二
、
五
一
六

で
、
昭
和
五
十
年
に
比
べ
二
〇
二
世

帯
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
世
帯
当
た
り
人
口

は
、
四
人
と
な
』
、
昭
和
五
十
年
の

四
・
一
人
に
比
べ
○
・
一
ポ
イ
ン
ト

核
家
族
化
が
進
ん
だ
と
い
え
ま
す
。

（
昭
和
五
十
年
と
今
回
の
調
査
で
は

調
査
基
準
が
一
部
変
更
さ
れ
て
い
る

た
め
、
単
純
に
世
帯
が
増
加
し
た
も
の

と
み
ら
れ
な
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
）

　
つ
ぎ
に
地
区
別
人
口
を
み
る
と
、

人
口
の
増
加
と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
昭

和
五
十
年
と
同
様
で
あ
り
、
川
治
地

区
、
水
沢
地
区
、
中
条
地
区
の
三
地

区
で
し
た
が
い
ず
れ
も
伸
率
は
五
十

年
を
若
干
下
回
っ
て
い
ま
す
。
減
少

と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
十
日
町
地
区
、

吉
田
地
区
、
六
箇
地
区
、
下
条
地
区

の
四
地
区
で
し
た
が
、
五
十
年
に
比

較
し
て
、
他
地
区
が
比
較
的
落
ち
つ

い
た
減
少
率
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
十
日
町
地
区
が
一
〇
三
七
人
で

七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い

る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
結
果
か
ら
は
、
五
十
年
同

様
ド
ー
ナ
ッ
現
象
が
み
ら
れ
、
人
口

の
減
っ
た
十
日
町
地
区
を
囲
む
よ
う

に
周
辺
地
区
の
川
治
・
中
条
地
区
で

合
わ
せ
て
四
四
〇
人
、
団
地
等
の
で

き
た
水
沢
地
区
で
一
七
一
人
、
合
計

六
二
人
の
人
口
増
加
が
み
ら
れ
た

も
の
の
、
十
日
町
、
吉
田
、
六
箇
、

下
条
各
地
区
合
計
減
少
数
一
、
二
六

七
人
を
補
い
き
れ
な
か
っ
た
と
い
え

ま
す
。

　
十
日
町
市
と
し
て
は
、
昭
和
五
十

年
に
初
め
て
五
万
人
を
越
え
た
わ
け

で
す
が
、
そ
の
後
十
日
町
市
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
状
況
も
厳
し
く
、
そ

う
し
た
こ
と
が
こ
の
調
査
結
果
に
も

反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
興
口
ε

住
民
繧
・
の
違
い

国
勢
調
査
人
ロ
　
十
月
一
目
現
在
で

十
日
町
市
内
に
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
人
」
（
ま
た
は
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
と
み
な
さ
れ
る
人
）
U
常
住
人
口

を
調
査
し
た
も
の
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
人
ロ
　
十
日
町
市
に

住
民
登
録
し
て
い
る
人
口
を
い
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
毎
月
市
報
等
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
人
口

と
、
今
回
の
国
勢
調
査
人
口
（
概
数
）

と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

予
想
人
ロ
当
選
者
発
表

十
日
町
市
で
募
集
し
た
予
想
人
口

の
応
募
数
は
九
十
三
通
で
し
た
が
、

つ
ぎ
の
か
た
が
た
が
当
選
し
ま
し
た
。

一
位

二
位

〃三
位

〃〃

四
九
、
六
〇
三
人

　
馬
場
一
男
（
小
泉
）

四
九
、
六
二
二
人

　
庭
野
純
一
（
三
和
町
）

四
九
、
六
八
五
人

　
野
上
　
実
（
高
島
第
二
）

四
九
、
六
九
五
人

　
佐
藤
公
一
（
稲
荷
町
二
）

四
九
、
六
九
九
人

　
和
田
ア
サ
（
中
条
中
町
）

四
九
、
七
〇
三
人

　
和
田
幸
夫
（
中
条
中
町
）
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朗
血
冒
▼

　
医
者
の
家
に
生
れ
た
西
本
涼
は
、

高
校
二
年
の
秋
頃
か
ら
自
分
の
進
路

に
つ
い
て
悩
み
始
め
て
い
た
。

　
こ
の
ま
ま
い
け
ば
医
者
に
な
る
し

か
な
い
が
、
今
、
涼
の
頭
に
あ
る
も
の

は
カ
メ
ラ
マ
ン
ヘ
の
道
で
あ
っ
た
。

竹
馬
の
友
、
岡
田
勇
に
そ
の
こ
と
を

打
ち
開
け
て
は
み
た
も
の
の
、
勇
も

涼
の
考
え
に
は
必
ず
し
も
簡
単
に
同

調
し
て
は
く
れ
な
い
。

信
頼
し
て
い
た
姉
佳
は
、
父
の
病
院

を
手
伝
う
女
医
だ
っ
た
が
、
彼
女
も

涼
を
理
解
し
な
が
ら
も
、
涼
の
考
え

ー
十
日
町
高
校
演
劇
ク
ラ
ブ
ー

に
諸
手
を
挙
げ
て
、
と
い
う
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。

　
思
い
余
っ
た
涼
は
、
あ
る
日
父
親

に
そ
の
こ
と
を
思
い
切
っ
て
言
う
。

病
院
の
後
継
者
と
決
め
て
い
た
父
は
、

涼
の
話
に
驚
き
涼
を
た
し
な
め
る
が
、

一
寸
し
た
言
葉
の
行

き
違
い
か
ら
涼
を
殴

っ
て
し
ま
う
。

　
こ
れ
で
涼
の
気
持

は
大
き
く
カ
メ
ラ
マ

ン
ヘ
と
動
き
出
す
か

に
見
え
た
の
だ
が
：
。

夢面

　
屑
屋
利
一

は
、
そ
の
女

房
さ
き
と
の

つ
つ
ま
し
い

生
活
を
続
け

て
い
た
。

し
か
し
一
ツ

ブ
種
の
幼
い

娘
を
失
っ
た

事
が
、
利
一

　
あ
る
公
園
の
片
隅
。
大

き
な
木
の
下
の
白
い
ベ
ン

チ
に
、
六
人
の
女
子
高
校

生
が
腰
か
け
て
い
る
。
彼

女
達
は
窮
屈
そ
う
に
身
体

を
縮
め
、
そ
れ
ぞ
れ
新
聞
、

週
刊
誌
、
受
験
参
考
書
、

漫
画
本
、
歌
謡
曲
の
楽
譜
、

演
劇
の
台
本
と
に
ら
め
っ

こ
し
て
い
る
。

　
ハ
　
　
　
じ
じ
き
じ
し
　
ゑ
ま
ゆ
つ
　
じ
じ
　
ン
　
ド

謬
纒
市
民
芸
能
祭
の

　
　
鎌
脚
曇
：
．

・
謬
瓢
織
測
翻
．
．
錦
筐
・
…
蓬
・
・

　
　
0
0

　
　
　
　
じ

ロ
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
リ
ョ
ほ
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
の

鴇
　
＝
　
　
　
▲
一
　
・

　
　
　
●
、
き
　
　
裸
　
　
鞭

ー
十
日
町
演
劇
研
究
会
1

に
と
っ
て
、
い
ま
も
心
の
奥
底
に
深

い
疵
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
子
供
に
関
係
の
あ
る
世
の
中
の

す
べ
て
の
出
来
事
が
気
に
な
っ
て
し

ょ
う
が
な
い
。
親
子
心
中
の
新
聞
記

事
を
読
ん
で
は
、
子
供
が
あ
わ
れ
に

思
え
て
、
仕
事
も
手
に
つ
か
な
い
あ

り
さ
ま
。

　
年
上
で
勝
気
な
女
房
さ
き
は
、
そ

ん
な
利
一
に
し
だ
い
に
愛
想
を
つ
か

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
．

瓢系一青年学級演劇コースー

動
難
緯

襖
高
校
生
達
の
気
§

　
　
　
　
と
持
前
の
個
性
と
情
熱
で
、

一
生
懸
命
演
技
を
す
る
の
だ
が
…
－

彼
女
達
は
全
く
無
関
心
で
、
自
分
の

や
っ
て
い
る
事
に
熱
中
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
他
人
の
関
係
」
は
二
つ
の

世
界
に
区
別
さ
れ
る
。
同
じ
ベ
ン
チ

に
腰
か
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

会
話
の
な
い
、
全
く
別
個
の
存
在
の

女
子
高
校
生
達
の
世
界
。
自
分
の
存

在
価
値
を
他
人
か
ら
証
明
し
て
も
ら

い
た
い
、
と
い
う
願

望
を
持
っ
て
い
る
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
等
お
と

な
の
世
界
。
こ
の
二

つ
の
世
界
は
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
か
み

あ
わ
な
い
。

　
現
代
社
会
に
お
け

る
、
人
と
人
と
の
か

か
わ
り
を
表
現
し
た

作
品
で
す
。

＝＝

彦皇

　
彦
市
は
評

判
の
大
う
そ

つ
き
。
じ
ま

ん
の
う
そ
で

天
狗
の
息
子

か
ら
隠
れ
み

の
を
取
り
上

げ
て
し
ま
う
。

こ
れ
で
今
日

か
ら
は
飲
み

1レ≦9出

昼2二〇〇～学生

夜6：30～一般

い
だ
こ
と
も
な
い
の
だ
カ
ら
。

　
こ
う
な
っ
た
ら
天
狗
も
殿
様
も
だ

ま
し
て
し
ま
う
ほ
か
は
な
い
。
　
「
細

工
は
り
ゅ
う
り
ゅ
う
、
仕
上
げ
を
ご

ろ
う
じ
ろ
。
」
と
大
見
得
を
切
っ
た

も
の
の
、
小
天
狗
の
し
返
し
に
あ
っ

て
う
そ
の
た
め
の
大
事
な
小
道
具
を

持
っ
て
い
か
れ
る
。

　
さ
あ
困
っ
た
。
こ
れ
で
は
八
ツ
裂

き
と
お
手
討
が
一
ペ
ン
に
来
る
ぞ
。

ど
う
す
る
、
彦
市
－
…
。

　
も
と
も
と
は
熊
本
地
方
に
伝
わ
る

昔
ば
な
し
。
熊
本
弁
の
お
も
し
ろ
さ

が
十
分
い
か
さ
れ
て
い
る
楽
し
い
民

話
劇
だ
。
木
下
順
二
の
作
。

し
、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
大
き
な
儲
け

話
を
持
ち
込
ん
で
き
た
仲
買
人
、
中

山
に
心
を
ひ
か
れ
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
ン

　
そ
ん
な
時
、
利
一
が
何
処
か
ら
か

お
も
ち
ゃ
の
お
面
を
拾
っ
て
き
た
。

そ
の
お
面
の
中
に
死
ん
だ
娘
の
面
影

を
求
め
る
利
一
は
、
宝
物
の
様
に
大

切
に
胸
に
抱
く
。
そ
ん
な
利
一
の
心

な
ど
、
少
し
も
知
ら
な
い
さ
き
は
、

儲
け
の
こ
と
ば
か
り
考
え
、
奪
お
う

と
も
み
合
い
を
す
る
。
そ
の
時
、
・
利

一
の
胸
で
お
面
が
二
つ
に
割
れ
た
。

そ
し
て
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

臼
蒙
『
）
　
1
演
親
会
－

放
題
の
食
い
放
題
だ
。

　
し
か
し
、
親
天
狗
が
し
返
し
に
来

た
ら
ど
う
し
よ
う
。
天
狗
を
怒
ら
せ

る
と
八
ツ
裂
き
に
さ
れ
る
と
言
う
。

い
っ
そ
親
天
狗
も
だ
ま
し
て
し
ま
う

か
。　

一
方
、
殿
様
に
は
河
童
を
釣
っ
て

お
城
ま
で
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。
こ
れ
も
困
っ
た
。
彦
市
は
、

河
童
な
ん
て
も
の
は
見
た
こ
と
も
か
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十
月
一
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
た
第
十
三
回
国
勢
調
査
は
、
市

民
と
二
百
七
十
名
の
調
査
員
の
協
力

に
よ
り
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
調
査
の
結
果
は
国
よ
り
、
十

二
月
末
日
ま
で
に
全
国
、
都
道
府
県

及
び
市
区
町
村
別
の
男
女
別
人
口
が

公
表
さ
れ
、
そ
の
後
順
次
詳
細
な
集

計
結
果
が
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

口人男ll区地各

そ
こ
で
今
回
は
十
日
町
市
で
取
り
ま

と
め
た
集
計
表
に
よ
る
人
口
（
概
数
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
総
人
口
は
、
四
九
、
五
五
五
人
で
、

昭
和
五
十
年
に
比
較
し
六
五
六
人
、

率
に
し
て
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
人
口
密

度
（
一
平
方
キ
・
メ
ー
ト
ル
当
た
り

の
人
口
）
は
二
三
四
・
四
人
と
な
り
、

昭和麟 昭和50年 増滅数 増減率

総数 蝋騨、
　，　・　人

鵡亀鋤 　　義ム　鰯 △蒸・3策

．翼鋤 2毅蜘鷺泌灘1 i箆灘驚8 轟耀

彼㌧馨 鷹鰯 25，謝撫
蓑姦　、

4欝熱
縫帯数｝ 糞2瀞欝 玉2，鍵4， ，　魏 重。6

十日町地区 12，811 13，848 △1，037 △7．5

中条地区 11，228 11，012 216 2．0

川治地区 9，216 8，992 224 2．5

六箇地区 970 998 △　　28 △2．8

吉田地区 3，903 4，060 △　　157 △3．9

下条地区 4，329 4，374 △　　45 △1．0

水沢地区 7，098 6，927 171 2．5

昭
和
五
十
年
の
二
三
七
・
五
人
に
比

べ
三
二
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
男
女
別
を
み
ま
す
と
、
男
子
人
口

は
二
四
、
一
九
九
人
、
女
子
人
口
は

二
五
、
三
五
六
人
と
な
り
、
昭
和
五

十
年
に
比
べ
、
男
子
は
一
七
八
人
、

○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
、
女
子
は

四
七
八
人
、
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
と
な
り
ま
す
。

　
性
比
（
女
百
人
に
対
す
る
男
の
数
）

は
九
五
・
四
と
な
り
、
昭
和
五
十
年

に
比
べ
、
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
差
が
縮

ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
世
帯
数
は
一
二
、
五
一
六

で
、
昭
和
五
十
年
に
比
べ
二
〇
二
世

帯
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
世
帯
当
た
り
人
口

は
、
四
人
と
な
』
、
昭
和
五
十
年
の

四
・
一
人
に
比
べ
○
・
一
ポ
イ
ン
ト

核
家
族
化
が
進
ん
だ
と
い
え
ま
す
。

（
昭
和
五
十
年
と
今
回
の
調
査
で
は

調
査
基
準
が
一
部
変
更
さ
れ
て
い
る

た
め
、
単
純
に
世
帯
が
増
加
し
た
も
の

と
み
ら
れ
な
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
）

　
つ
ぎ
に
地
区
別
人
口
を
み
る
と
、

人
口
の
増
加
と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
昭

和
五
十
年
と
同
様
で
あ
り
、
川
治
地

区
、
水
沢
地
区
、
中
条
地
区
の
三
地

区
で
し
た
が
い
ず
れ
も
伸
率
は
五
十

年
を
若
干
下
回
っ
て
い
ま
す
。
減
少

と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
十
日
町
地
区
、

吉
田
地
区
、
六
箇
地
区
、
下
条
地
区

の
四
地
区
で
し
た
が
、
五
十
年
に
比

較
し
て
、
他
地
区
が
比
較
的
落
ち
つ

い
た
減
少
率
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
十
日
町
地
区
が
一
〇
三
七
人
で

七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い

る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
結
果
か
ら
は
、
五
十
年
同

様
ド
ー
ナ
ッ
現
象
が
み
ら
れ
、
人
口

の
減
っ
た
十
日
町
地
区
を
囲
む
よ
う

に
周
辺
地
区
の
川
治
・
中
条
地
区
で

合
わ
せ
て
四
四
〇
人
、
団
地
等
の
で

き
た
水
沢
地
区
で
一
七
一
人
、
合
計

六
二
人
の
人
口
増
加
が
み
ら
れ
た

も
の
の
、
十
日
町
、
吉
田
、
六
箇
、

下
条
各
地
区
合
計
減
少
数
一
、
二
六

七
人
を
補
い
き
れ
な
か
っ
た
と
い
え

ま
す
。

　
十
日
町
市
と
し
て
は
、
昭
和
五
十

年
に
初
め
て
五
万
人
を
越
え
た
わ
け

で
す
が
、
そ
の
後
十
日
町
市
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
状
況
も
厳
し
く
、
そ

う
し
た
こ
と
が
こ
の
調
査
結
果
に
も

反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
興
口
ε

住
民
繧
・
の
違
い

国
勢
調
査
人
ロ
　
十
月
一
目
現
在
で

十
日
町
市
内
に
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
人
」
（
ま
た
は
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
と
み
な
さ
れ
る
人
）
U
常
住
人
口

を
調
査
し
た
も
の
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
人
ロ
　
十
日
町
市
に

住
民
登
録
し
て
い
る
人
口
を
い
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
毎
月
市
報
等
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
人
口

と
、
今
回
の
国
勢
調
査
人
口
（
概
数
）

と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

予
想
人
ロ
当
選
者
発
表

十
日
町
市
で
募
集
し
た
予
想
人
口

の
応
募
数
は
九
十
三
通
で
し
た
が
、

つ
ぎ
の
か
た
が
た
が
当
選
し
ま
し
た
。

一
位

二
位

〃三
位

〃〃

四
九
、
六
〇
三
人

　
馬
場
一
男
（
小
泉
）

四
九
、
六
二
二
人

　
庭
野
純
一
（
三
和
町
）

四
九
、
六
八
五
人

　
野
上
　
実
（
高
島
第
二
）

四
九
、
六
九
五
人

　
佐
藤
公
一
（
稲
荷
町
二
）

四
九
、
六
九
九
人

　
和
田
ア
サ
（
中
条
中
町
）

四
九
、
七
〇
三
人

　
和
田
幸
夫
（
中
条
中
町
）
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朗
血
冒
▼

　
医
者
の
家
に
生
れ
た
西
本
涼
は
、

高
校
二
年
の
秋
頃
か
ら
自
分
の
進
路

に
つ
い
て
悩
み
始
め
て
い
た
。

　
こ
の
ま
ま
い
け
ば
医
者
に
な
る
し

か
な
い
が
、
今
、
涼
の
頭
に
あ
る
も
の

は
カ
メ
ラ
マ
ン
ヘ
の
道
で
あ
っ
た
。

竹
馬
の
友
、
岡
田
勇
に
そ
の
こ
と
を

打
ち
開
け
て
は
み
た
も
の
の
、
勇
も

涼
の
考
え
に
は
必
ず
し
も
簡
単
に
同

調
し
て
は
く
れ
な
い
。

信
頼
し
て
い
た
姉
佳
は
、
父
の
病
院

を
手
伝
う
女
医
だ
っ
た
が
、
彼
女
も

涼
を
理
解
し
な
が
ら
も
、
涼
の
考
え

ー
十
日
町
高
校
演
劇
ク
ラ
ブ
ー

に
諸
手
を
挙
げ
て
、
と
い
う
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。

　
思
い
余
っ
た
涼
は
、
あ
る
日
父
親

に
そ
の
こ
と
を
思
い
切
っ
て
言
う
。

病
院
の
後
継
者
と
決
め
て
い
た
父
は
、

涼
の
話
に
驚
き
涼
を
た
し
な
め
る
が
、

一
寸
し
た
言
葉
の
行

き
違
い
か
ら
涼
を
殴

っ
て
し
ま
う
。

　
こ
れ
で
涼
の
気
持

は
大
き
く
カ
メ
ラ
マ

ン
ヘ
と
動
き
出
す
か

に
見
え
た
の
だ
が
：
。

夢面

　
屑
屋
利
一

は
、
そ
の
女

房
さ
き
と
の

つ
つ
ま
し
い

生
活
を
続
け

て
い
た
。

し
か
し
一
ツ

ブ
種
の
幼
い

娘
を
失
っ
た

事
が
、
利
一

　
あ
る
公
園
の
片
隅
。
大

き
な
木
の
下
の
白
い
ベ
ン

チ
に
、
六
人
の
女
子
高
校

生
が
腰
か
け
て
い
る
。
彼

女
達
は
窮
屈
そ
う
に
身
体

を
縮
め
、
そ
れ
ぞ
れ
新
聞
、

週
刊
誌
、
受
験
参
考
書
、

漫
画
本
、
歌
謡
曲
の
楽
譜
、

演
劇
の
台
本
と
に
ら
め
っ

こ
し
て
い
る
。

　
ハ
　
　
　
じ
じ
き
じ
し
　
ゑ
ま
ゆ
つ
　
じ
じ
　
ン
　
ド

謬
纒
市
民
芸
能
祭
の

　
　
鎌
脚
曇
：
．

・
謬
瓢
織
測
翻
．
．
錦
筐
・
…
蓬
・
・

　
　
0
0

　
　
　
　
じ

ロ
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
リ
ョ
ほ
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
の

鴇
　
＝
　
　
　
▲
一
　
・

　
　
　
●
、
き
　
　
裸
　
　
鞭

ー
十
日
町
演
劇
研
究
会
1

に
と
っ
て
、
い
ま
も
心
の
奥
底
に
深

い
疵
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
子
供
に
関
係
の
あ
る
世
の
中
の

す
べ
て
の
出
来
事
が
気
に
な
っ
て
し

ょ
う
が
な
い
。
親
子
心
中
の
新
聞
記

事
を
読
ん
で
は
、
子
供
が
あ
わ
れ
に

思
え
て
、
仕
事
も
手
に
つ
か
な
い
あ

り
さ
ま
。

　
年
上
で
勝
気
な
女
房
さ
き
は
、
そ

ん
な
利
一
に
し
だ
い
に
愛
想
を
つ
か

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
．

瓢系一青年学級演劇コースー

動
難
緯

襖
高
校
生
達
の
気
§

　
　
　
　
と
持
前
の
個
性
と
情
熱
で
、

一
生
懸
命
演
技
を
す
る
の
だ
が
…
－

彼
女
達
は
全
く
無
関
心
で
、
自
分
の

や
っ
て
い
る
事
に
熱
中
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
他
人
の
関
係
」
は
二
つ
の

世
界
に
区
別
さ
れ
る
。
同
じ
ベ
ン
チ

に
腰
か
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

会
話
の
な
い
、
全
く
別
個
の
存
在
の

女
子
高
校
生
達
の
世
界
。
自
分
の
存

在
価
値
を
他
人
か
ら
証
明
し
て
も
ら

い
た
い
、
と
い
う
願

望
を
持
っ
て
い
る
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
等
お
と

な
の
世
界
。
こ
の
二

つ
の
世
界
は
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
か
み

あ
わ
な
い
。

　
現
代
社
会
に
お
け

る
、
人
と
人
と
の
か

か
わ
り
を
表
現
し
た

作
品
で
す
。

＝＝

彦皇

　
彦
市
は
評

判
の
大
う
そ

つ
き
。
じ
ま

ん
の
う
そ
で

天
狗
の
息
子

か
ら
隠
れ
み

の
を
取
り
上

げ
て
し
ま
う
。

こ
れ
で
今
日

か
ら
は
飲
み

1レ≦9出

昼2二〇〇～学生

夜6：30～一般

い
だ
こ
と
も
な
い
の
だ
カ
ら
。

　
こ
う
な
っ
た
ら
天
狗
も
殿
様
も
だ

ま
し
て
し
ま
う
ほ
か
は
な
い
。
　
「
細

工
は
り
ゅ
う
り
ゅ
う
、
仕
上
げ
を
ご

ろ
う
じ
ろ
。
」
と
大
見
得
を
切
っ
た

も
の
の
、
小
天
狗
の
し
返
し
に
あ
っ

て
う
そ
の
た
め
の
大
事
な
小
道
具
を

持
っ
て
い
か
れ
る
。

　
さ
あ
困
っ
た
。
こ
れ
で
は
八
ツ
裂

き
と
お
手
討
が
一
ペ
ン
に
来
る
ぞ
。

ど
う
す
る
、
彦
市
－
…
。

　
も
と
も
と
は
熊
本
地
方
に
伝
わ
る

昔
ば
な
し
。
熊
本
弁
の
お
も
し
ろ
さ

が
十
分
い
か
さ
れ
て
い
る
楽
し
い
民

話
劇
だ
。
木
下
順
二
の
作
。

し
、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
大
き
な
儲
け

話
を
持
ち
込
ん
で
き
た
仲
買
人
、
中

山
に
心
を
ひ
か
れ
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
ン

　
そ
ん
な
時
、
利
一
が
何
処
か
ら
か

お
も
ち
ゃ
の
お
面
を
拾
っ
て
き
た
。

そ
の
お
面
の
中
に
死
ん
だ
娘
の
面
影

を
求
め
る
利
一
は
、
宝
物
の
様
に
大

切
に
胸
に
抱
く
。
そ
ん
な
利
一
の
心

な
ど
、
少
し
も
知
ら
な
い
さ
き
は
、

儲
け
の
こ
と
ば
か
り
考
え
、
奪
お
う

と
も
み
合
い
を
す
る
。
そ
の
時
、
・
利

一
の
胸
で
お
面
が
二
つ
に
割
れ
た
。

そ
し
て
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

臼
蒙
『
）
　
1
演
親
会
－

放
題
の
食
い
放
題
だ
。

　
し
か
し
、
親
天
狗
が
し
返
し
に
来

た
ら
ど
う
し
よ
う
。
天
狗
を
怒
ら
せ

る
と
八
ツ
裂
き
に
さ
れ
る
と
言
う
。

い
っ
そ
親
天
狗
も
だ
ま
し
て
し
ま
う

か
。　

一
方
、
殿
様
に
は
河
童
を
釣
っ
て

お
城
ま
で
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。
こ
れ
も
困
っ
た
。
彦
市
は
、

河
童
な
ん
て
も
の
は
見
た
こ
と
も
か
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◎調査期間

　　昭和55年9月16日～26日

◎対象者

　　昭和55年度国民年金委員全員

　　244人
◎調査方法

　　郵送で配布、回収

◎回収率
　　93．9％（229人）

国民年金の諸問題は

＝年金委員アンケート調査から＝

　
　
高
齢
化
社
会
を
迎
幻
た
わ
が
国
で
は
、
年
金
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に

　
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
国
民
年
金
も
誕
生
し
て
か
ら
二
十
年
を
経
過
し
、
受
給
者
の
増
加
と
と

　
も
に
頼
り
に
訟
る
年
金
制
度
と
し
て
、
市
民
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

　
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
給
付
の
基
に
な
る
負
担
（
保
険
料
）

　
が
増
加
し
、
納
め
る
の
が
苦
し
い
と
い
う
状
況
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
　
市
で
は
、
保
険
料
の
徴
収
や
年
金
の
相
談
等
に
地
域
で
活
躍
し
て
い
る

　
国
民
年
金
委
員
全
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
：
卜
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

㎜
　
　
回
答
は
二
百
二
十
九
人
（
回
収
率
九
十
三
・
九
％
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

　
十
三
の
設
問
に
貴
重
な
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
を
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

険
料
と
給
付
金
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
金
幽
．
、

　
繰
、
塑
覇
請
求
は

自分の健康状態を
考えて　71．2％

14．8％
6．6

％

そ7

の●
他4

％

　　　　　　金融機関に勧められて

●受給後の心境

そ
の
場
合
減
額
さ
れ
た
年
金
が
生
涯

支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
動

機
と
、
繰
上
げ
受
給
後
の
心
境
を
、

周
囲
の
該
当
者
に
年
金
委
員
か
ら
聞

い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
自
分
の
健
康
状

態
を
考
え
て
」
　
（
七
十
一
・
二
％
）

が
一
番
多
く
、
　
「
家
族
や
知
人
に
勧

め
ら
れ
て
」
　
（
十
四
・
八
％
）
　
「
金

融
機
関
に
勧
め
ら
れ
て
」
　
（
六
・
六

％
）
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
意
志
で
決
定
し
て
い
る
の

が
一
番
多
い
の
で
す
が
、
人
に
勧
め

ら
れ
て
繰
上
げ
し
た
と
い
う
数
字
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　
繰
上
げ
し
た
場
合
と
満
額
ま
で
待

っ
た
場
合
（
六
十
五
歳
）
で
は
今
の

よ
う
に
毎
年
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ

れ
れ
ば
、
六
十
七
～
八
歳
で
｝
緒
に

な
り
ま
す
。
請
求
す
る
方
は
慎
重
に

考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

保

毎月

徴収を望む

　64．2％

は

その他

LO．9％

家族や知人に勧められて●動機

％1　　しなければ

　　よかった15．3
　　　　　　　％

してよかった84．7

　
国
民
年
金
は
六
十
五
歳
で
請
求
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
六
十
歳
か
ら

繰
上
げ
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「2ヵ月徴収1

のままでよい
　34．9％ノ

　
年
金
委
員
の
皆
さ
ん
が
一
番
苦
労

す
る
の
が
、
保
険
料
の
集
金
で
す
。

五
十
六
年
四
月
か
ら
は
、
一
ヵ
月
四

千
五
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
な
お

さ
ら
か
と
思
い
ま
す
。
集
め
や
す
い

方
法
と
し
て
、
従
来
二
カ
月
ず
つ
徴

収
し
て
い
た
の
を
毎
月
に
変
え
て
は

ど
う
か
に
つ
い
て
は
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
、
　
「
毎
月
徴
収
を
望
む
」
　
（
六
十

四
．
二
％
）
が
「
今
ま
で
通
り
ニ
カ

月
徴
収
」
　
（
三
十
四
・
九
％
）
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

を
ふ
ま
え
て
、
毎
月
徴
収
を
前
提
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
の
意
見

◎
今
の
若
い
人
が
、
将
来
必
ず
年

金
を
も
ら
え
る
こ
と
を
P
・
R
し

て
ほ
し
い
。

◎
各
種
年
金
制
度
の
関
連
に
つ
い

て
広
報
を
通
じ
て
、
お
し
え
て
ほ

し
い
。

◎
死
亡
一
時
金
を
改
善
し
て
ほ
し

い
。

◎
民
間
の
年
金
型
保
険
と
比
較
し

て
ど
こ
が
有
利
な
の
か
説
明
を
聞

き
た
い
。

◎
各
種
年
金
制
度
の
矛
盾
を
是
正

し
て
ほ
し
い
。

◎
保
険
料
が
こ
れ
以
上
、
上
が
る

と
経
済
的
に
困
る
。

◎
納
め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る
時
、

免
除
と
い
う
制
度
が
あ
る
が
、
そ

れ
を
も
っ
と
周
知
さ
せ
る
べ
き
だ
。

◎
納
付
書
を
漢
字
に
し
て
ほ
し
い
。

◎
六
十
歳
か
ら
減
額
し
塗
い
年
金

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

◎
国
民
年
金
も
、
所
得
に
応
じ
て

保
険
料
を
納
め
る
制
度
へ
切
り
替

え
る
べ
き
だ
。

◎
無
年
金
者
に
、
も
う
一
度
特
例

納
付
の
機
会
を
与
え
て
ほ
し
い
。
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●保険料納付限度額は
その他
一．7％

無
鐵
麗
纏
翻
竃
．
．
．
．
．
．

4，500円　　59．4％
5，000円

33．6％

禽τ

槻

●給付はどれくらい望むか

4万

31．9％

5万

38．9％

6万

14．9％

7
万

8
万

10
万

年金は

ほどほどに
して保険料

をあげない

　65．5％

2
　
か
が
上
の
グ
ラ
フ
で
す
。

ε
％
・
そ
れ
に
よ
る
と
、
保
険
料
は
来
年

　3。

四
月
か
ら
の
四
千
五
百
円
が
限
度
、

％
2
　
給
付
額
は
月
五
万
円
程
度
は
ほ
し
い

翫　
　
と
い
う
意
見
が
多
数
で
し
た
。

　
　
給
付
と
負
担
に
つ
い
て
は
、
　
「
年

　
金
額
の
引
上
げ
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て

　
　
こ
れ
以
上
保
険
料
を
引
上
げ
る
べ
き

　
　
で
な
い
」
（
六
十
五
・
五
％
）
が
「
年

　
　
金
額
を
引
上
げ
る
に
は
保
険
料
の
引

　
　
上
げ
は
、
や
む
を
得
な
い
」
　
（
三
十

　
　
　
　
料
は
ω

　
　
　
　
険
げ
え
％

　
　
　
　
保
上
を
3

　
　
　
　
　
引
む
32

　
　
　
　
　
の
や

　
国
民
年
金
な
ど
公
的
年
金
制
度
は

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
と
っ
て
い
ま
す

の
で
、
物
価
が
上
っ
て
も
目
減
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

給
付
を
支
え
る
負
担
（
保
険
料
）
も

そ
れ
に
伴
っ
て
上
昇
し
ま
す
。
負
担

額
と
給
付
額
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

国民年金の業績と最近の変調

3，0007∫、へ

、

じ
ノ

ド
フooO2

1，000万人

400万人

300万2．

ん下
．oo9

歯

二
・
八
％
）
の
二
倍
あ
り
、
高
福
祉

高
負
担
は
、
あ
ま
り
望
ん
で
い
な
い

よ
う
で
す
。

　
紹

調
査
、
繕
聚
嚇
ら

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
は
国
民

年
金
委
員
を
通
じ
て
、
今
日
の
年
金

の
抱
え
て
い
る
諸
問
題
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
最
大
の
問
題
は
、
毎
年
引
き

上
げ
ら
れ
る
保
険
料
で
し
ょ
う
。
左

表
は
、
拠
出
制
国
民
年
金
の
ス
タ
ー

ト
以
来
の
成
長
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で

oo

　
o

36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46474849 50 51 52

亮
3
2
1
4
3
2

◆

被保険満数

◆
　　の
々

マ
全 ◎ 々 ← ◆

◆

○

o潅

Olε

0弥

OO億

OD億

OO終

OO億

受給者数

給付費用

決算黒字

001き

OO諺

00鰭

00侮

　ら・ 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 4849 ’50 51 52

9，000漣

3，00

7、00

6．oo

5．O

4，00

3。0

2，0

置o

ゆ
　
　
　
　
ロ

L
　
　
つ
一

一
　
　
　
幽

す
。
被
保
険
者
数
は
昭
和
三
十
六
年

の
一
八
二
四
万
人
か
ら
五
十
四
年
の

二
八
〇
六
万
人
へ
と
緩
や
か
な
高
原

状
態
で
漸
増
し
て
き
た
の
に
対
し
、

当
初
は
障
害
、
母
子
年
金
な
ど
が
年

数
万
～
十
数
万
人
存
在
す
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た
受
給
者
が
、
昭
和
四
十
六

年
に
経
過
的
な
短
期
拠
出
の
老
齢
年

金
受
給
者
が
出
は
じ
め
て
増
加
し
、

昭
和
五
十
五
年
度
に
は
六
五
〇
万
人

を
超
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
受
給
者
が
ふ
え
れ
ば
、
給
付
費
用

も
ふ
え
ま
す
。
昭
和
三
十
七
年
に
は

わ
ず
か
八
一
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
も

の
が
、
五
十
五
年
に
は
一
兆
六
五
六

四
億
円
と
、
二
万
四
五
〇
〇
倍
に
も

膨
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
険
料

収
入
の
伸
び
が
こ
れ
に
追
い
つ
か
な

か
っ
た
の
で
、
グ
ラ
フ
の
黒
い
棒
線

の
垂
れ
下
が
り
が
示
す
よ
う
に
、
国

民
年
金
の
財
政
は
、
昭
和
五
十
一
～

五
十
二
の
両
年
度
に
赤
字
決
算
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
給
付
費
用

の
％
を
国
が
負
担
し
、
保
険
料
の
値

上
げ
と
で
危
機
を
脱
し
ま
し
た
。

　
将
来
、
受
給
で
き
る
か
不
安
に
思

っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、

保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
は
、
必
ず

受
給
で
き
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
未

納
の
な
い
よ
う
納
め
て
く
だ
さ
い
。

馨
総
籔
購

し
た
が
ε
紮
嘉
入
塾
蕊

鶏
年
金
を
受
給
で
き
嚢
す
か
．
毒
継

繹
鞭
鮭
灘

答
任
意
加
誘
人
鎌
痛
離
．

て
も
、
最
低
一
年
聞
納
め
れ
ば
鍵
嶽
㎜

を
受
給
で
き
ま
す
・
ぞ
れ
ば
頻
難
灘
難

期
間
」
　
（
市
報
十
一
月
十
β
簿
を
）

が
あ
る
か
ら
で
す
。
年
金
額
は
納
め

だ
月
数
で
計
算
す
る
た
め
、
阜
く
加

入
し
た
方
が
得
で
す
が
、
付
加
年
金

　
（
定
額
よ
グ
四
〇
〇
円
多
く
払
ヶ
〉

に
入
れ
ば
増
額
さ
れ
ま
す
。

閥
　
今
度
の
国
昆
年
金
法
の
改
正
で

母
子
（
準
母
子
）
年
金
に
母
子
撫
算

の
制
度
が
で
き
た
そ
う
で
ず
が
。

答
　
今
ま
で
母
子
年
金
受
給
者
の
中

に
は
厚
生
年
金
等
の
遺
族
年
金
を
受

け
て
い
る
人
と
、
受
け
て
い
な
い
人

の
差
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

度
、
他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
遺
族

年
金
を
受
け
て
い
な
い
人
に
年
額
十

八
万
円
く
月
額
一
万
五
千
円
）
の
母

子
加
算
が
、
行
わ
れ
ま
す
。
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◎調査期間

　　昭和55年9月16日～26日

◎対象者

　　昭和55年度国民年金委員全員

　　244人
◎調査方法

　　郵送で配布、回収

◎回収率
　　93．9％（229人）

国民年金の諸問題は

＝年金委員アンケート調査から＝

　
　
高
齢
化
社
会
を
迎
幻
た
わ
が
国
で
は
、
年
金
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に

　
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
国
民
年
金
も
誕
生
し
て
か
ら
二
十
年
を
経
過
し
、
受
給
者
の
増
加
と
と

　
も
に
頼
り
に
訟
る
年
金
制
度
と
し
て
、
市
民
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

　
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
給
付
の
基
に
な
る
負
担
（
保
険
料
）

　
が
増
加
し
、
納
め
る
の
が
苦
し
い
と
い
う
状
況
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
　
市
で
は
、
保
険
料
の
徴
収
や
年
金
の
相
談
等
に
地
域
で
活
躍
し
て
い
る

　
国
民
年
金
委
員
全
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
：
卜
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

㎜
　
　
回
答
は
二
百
二
十
九
人
（
回
収
率
九
十
三
・
九
％
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

　
十
三
の
設
問
に
貴
重
な
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
を
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

険
料
と
給
付
金
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
金
幽
．
、

　
繰
、
塑
覇
請
求
は

自分の健康状態を
考えて　71．2％

14．8％
6．6

％

そ7

の●
他4

％

　　　　　　金融機関に勧められて

●受給後の心境

そ
の
場
合
減
額
さ
れ
た
年
金
が
生
涯

支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
動

機
と
、
繰
上
げ
受
給
後
の
心
境
を
、

周
囲
の
該
当
者
に
年
金
委
員
か
ら
聞

い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
自
分
の
健
康
状

態
を
考
え
て
」
　
（
七
十
一
・
二
％
）

が
一
番
多
く
、
　
「
家
族
や
知
人
に
勧

め
ら
れ
て
」
　
（
十
四
・
八
％
）
　
「
金

融
機
関
に
勧
め
ら
れ
て
」
　
（
六
・
六

％
）
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
意
志
で
決
定
し
て
い
る
の

が
一
番
多
い
の
で
す
が
、
人
に
勧
め

ら
れ
て
繰
上
げ
し
た
と
い
う
数
字
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　
繰
上
げ
し
た
場
合
と
満
額
ま
で
待

っ
た
場
合
（
六
十
五
歳
）
で
は
今
の

よ
う
に
毎
年
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ

れ
れ
ば
、
六
十
七
～
八
歳
で
｝
緒
に

な
り
ま
す
。
請
求
す
る
方
は
慎
重
に

考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

保

毎月

徴収を望む

　64．2％

は

その他

LO．9％

家族や知人に勧められて●動機

％1　　しなければ

　　よかった15．3
　　　　　　　％

してよかった84．7

　
国
民
年
金
は
六
十
五
歳
で
請
求
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
六
十
歳
か
ら

繰
上
げ
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「2ヵ月徴収1

のままでよい
　34．9％ノ

　
年
金
委
員
の
皆
さ
ん
が
一
番
苦
労

す
る
の
が
、
保
険
料
の
集
金
で
す
。

五
十
六
年
四
月
か
ら
は
、
一
ヵ
月
四

千
五
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
な
お

さ
ら
か
と
思
い
ま
す
。
集
め
や
す
い

方
法
と
し
て
、
従
来
二
カ
月
ず
つ
徴

収
し
て
い
た
の
を
毎
月
に
変
え
て
は

ど
う
か
に
つ
い
て
は
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
、
　
「
毎
月
徴
収
を
望
む
」
　
（
六
十

四
．
二
％
）
が
「
今
ま
で
通
り
ニ
カ

月
徴
収
」
　
（
三
十
四
・
九
％
）
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

を
ふ
ま
え
て
、
毎
月
徴
収
を
前
提
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
の
意
見

◎
今
の
若
い
人
が
、
将
来
必
ず
年

金
を
も
ら
え
る
こ
と
を
P
・
R
し

て
ほ
し
い
。

◎
各
種
年
金
制
度
の
関
連
に
つ
い

て
広
報
を
通
じ
て
、
お
し
え
て
ほ

し
い
。

◎
死
亡
一
時
金
を
改
善
し
て
ほ
し

い
。

◎
民
間
の
年
金
型
保
険
と
比
較
し

て
ど
こ
が
有
利
な
の
か
説
明
を
聞

き
た
い
。

◎
各
種
年
金
制
度
の
矛
盾
を
是
正

し
て
ほ
し
い
。

◎
保
険
料
が
こ
れ
以
上
、
上
が
る

と
経
済
的
に
困
る
。

◎
納
め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る
時
、

免
除
と
い
う
制
度
が
あ
る
が
、
そ

れ
を
も
っ
と
周
知
さ
せ
る
べ
き
だ
。

◎
納
付
書
を
漢
字
に
し
て
ほ
し
い
。

◎
六
十
歳
か
ら
減
額
し
塗
い
年
金

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

◎
国
民
年
金
も
、
所
得
に
応
じ
て

保
険
料
を
納
め
る
制
度
へ
切
り
替

え
る
べ
き
だ
。

◎
無
年
金
者
に
、
も
う
一
度
特
例

納
付
の
機
会
を
与
え
て
ほ
し
い
。
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●保険料納付限度額は
その他
一．7％

無
鐵
麗
纏
翻
竃
．
．
．
．
．
．

4，500円　　59．4％
5，000円

33．6％

禽τ

槻

●給付はどれくらい望むか

4万

31．9％

5万

38．9％

6万

14．9％

7
万

8
万

10
万

年金は

ほどほどに
して保険料

をあげない

　65．5％

2
　
か
が
上
の
グ
ラ
フ
で
す
。

ε
％
・
そ
れ
に
よ
る
と
、
保
険
料
は
来
年

　3。

四
月
か
ら
の
四
千
五
百
円
が
限
度
、

％
2
　
給
付
額
は
月
五
万
円
程
度
は
ほ
し
い

翫　
　
と
い
う
意
見
が
多
数
で
し
た
。

　
　
給
付
と
負
担
に
つ
い
て
は
、
　
「
年

　
金
額
の
引
上
げ
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て

　
　
こ
れ
以
上
保
険
料
を
引
上
げ
る
べ
き

　
　
で
な
い
」
（
六
十
五
・
五
％
）
が
「
年

　
　
金
額
を
引
上
げ
る
に
は
保
険
料
の
引

　
　
上
げ
は
、
や
む
を
得
な
い
」
　
（
三
十

　
　
　
　
料
は
ω

　
　
　
　
険
げ
え
％

　
　
　
　
保
上
を
3
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む
32

　
　
　
　
　
の
や

　
国
民
年
金
な
ど
公
的
年
金
制
度
は

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
と
っ
て
い
ま
す

の
で
、
物
価
が
上
っ
て
も
目
減
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

給
付
を
支
え
る
負
担
（
保
険
料
）
も

そ
れ
に
伴
っ
て
上
昇
し
ま
す
。
負
担

額
と
給
付
額
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

国民年金の業績と最近の変調

3，0007∫、へ

、

じ
ノ

ド
フooO2

1，000万人

400万人

300万2．

ん下
．oo9

歯

二
・
八
％
）
の
二
倍
あ
り
、
高
福
祉

高
負
担
は
、
あ
ま
り
望
ん
で
い
な
い

よ
う
で
す
。

　
紹

調
査
、
繕
聚
嚇
ら

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
は
国
民

年
金
委
員
を
通
じ
て
、
今
日
の
年
金

の
抱
え
て
い
る
諸
問
題
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
最
大
の
問
題
は
、
毎
年
引
き

上
げ
ら
れ
る
保
険
料
で
し
ょ
う
。
左

表
は
、
拠
出
制
国
民
年
金
の
ス
タ
ー

ト
以
来
の
成
長
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で

oo

　
o

36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46474849 50 51 52

亮
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マ
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001き
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つ
一

一
　
　
　
幽

す
。
被
保
険
者
数
は
昭
和
三
十
六
年

の
一
八
二
四
万
人
か
ら
五
十
四
年
の

二
八
〇
六
万
人
へ
と
緩
や
か
な
高
原

状
態
で
漸
増
し
て
き
た
の
に
対
し
、

当
初
は
障
害
、
母
子
年
金
な
ど
が
年

数
万
～
十
数
万
人
存
在
す
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た
受
給
者
が
、
昭
和
四
十
六

年
に
経
過
的
な
短
期
拠
出
の
老
齢
年

金
受
給
者
が
出
は
じ
め
て
増
加
し
、

昭
和
五
十
五
年
度
に
は
六
五
〇
万
人

を
超
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
受
給
者
が
ふ
え
れ
ば
、
給
付
費
用

も
ふ
え
ま
す
。
昭
和
三
十
七
年
に
は

わ
ず
か
八
一
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
も

の
が
、
五
十
五
年
に
は
一
兆
六
五
六

四
億
円
と
、
二
万
四
五
〇
〇
倍
に
も

膨
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
険
料

収
入
の
伸
び
が
こ
れ
に
追
い
つ
か
な

か
っ
た
の
で
、
グ
ラ
フ
の
黒
い
棒
線

の
垂
れ
下
が
り
が
示
す
よ
う
に
、
国

民
年
金
の
財
政
は
、
昭
和
五
十
一
～

五
十
二
の
両
年
度
に
赤
字
決
算
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
給
付
費
用

の
％
を
国
が
負
担
し
、
保
険
料
の
値

上
げ
と
で
危
機
を
脱
し
ま
し
た
。

　
将
来
、
受
給
で
き
る
か
不
安
に
思

っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、

保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
は
、
必
ず

受
給
で
き
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
未

納
の
な
い
よ
う
納
め
て
く
だ
さ
い
。

馨
総
籔
購

し
た
が
ε
紮
嘉
入
塾
蕊

鶏
年
金
を
受
給
で
き
嚢
す
か
．
毒
継

繹
鞭
鮭
灘

答
任
意
加
誘
人
鎌
痛
離
．

て
も
、
最
低
一
年
聞
納
め
れ
ば
鍵
嶽
㎜

を
受
給
で
き
ま
す
・
ぞ
れ
ば
頻
難
灘
難

期
間
」
　
（
市
報
十
一
月
十
β
簿
を
）

が
あ
る
か
ら
で
す
。
年
金
額
は
納
め

だ
月
数
で
計
算
す
る
た
め
、
阜
く
加

入
し
た
方
が
得
で
す
が
、
付
加
年
金

　
（
定
額
よ
グ
四
〇
〇
円
多
く
払
ヶ
〉

に
入
れ
ば
増
額
さ
れ
ま
す
。

閥
　
今
度
の
国
昆
年
金
法
の
改
正
で

母
子
（
準
母
子
）
年
金
に
母
子
撫
算

の
制
度
が
で
き
た
そ
う
で
ず
が
。

答
　
今
ま
で
母
子
年
金
受
給
者
の
中

に
は
厚
生
年
金
等
の
遺
族
年
金
を
受

け
て
い
る
人
と
、
受
け
て
い
な
い
人

の
差
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

度
、
他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
遺
族

年
金
を
受
け
て
い
な
い
人
に
年
額
十

八
万
円
く
月
額
一
万
五
千
円
）
の
母

子
加
算
が
、
行
わ
れ
ま
す
。
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第

回
家
庭
婦
人
フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開
催

　
十
日
町
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で

は
、
つ
ぎ
の
要
綱
で
「
第
一
回
十
日

町
家
庭
婦
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
十
二
月
十
四
日
㈲

会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館

種
目
と
参
加
資
格

＠
家
庭
婦
人
A
ダ
ブ
ル
ス
…
…
既
婦

女
性
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
競
技
経
験

者
。㈲

家
庭
婦
人
B
ダ
ブ
ル
ス
…
…
既
婚

女
性
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
競
技
経
験

の
な
い
人
（
未
経
験
者
も
可
）

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ダ
ブ
ル
ス
…
…
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
競
技
経
験
は
問
わ
な
い

が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
中
学
生
以
下
（
部

活
未
経
験
者
）
ま
た
は
競
技
未
経
験

者
（
経
験
者
は
四
十
歳
以
上
）

参
加
料
　
＠
七
百
円
　
㈲
＠
五
百
円

申
込
み
　
十
二
月
六
日
働
ま
で
に
、

参
加
料
添
え
て
、
ω
十
日
町
市
役
所

農
林
課
　
庭
野
哲
夫
（
〒
九
四
八

　
　
　
　
　
十
田
町
橋
が
車
再
通
行
議
に

　
　
国
道
二
五
三
号
線
ナ
欝
町
橋
が
、
繍
修
工
事
の
た
め
．
筆
灘
薄

七
9
㈱
…
か
ら
牽
囲
9
㈲
ま
で
の
八
縫
閣
、
毎
織
華
購
率
一
蒋
～
整

後
二
時
ま
で
憲
爾
通
行
止
め
に
な
勢
蒙
す
．
嶽
お
、
貌
霧
餐
っ
業

い
た
大
醒
規
翻
獄
、
十
輔
欝
二
牽
蕊
欝
に
解
除
に
な
拶
ま
鞍
驚
．

竺
繍
　
　
　
　
　
　
　
糖
簸

翻
鰻
　
　
　
　
麟

館
時
糊
降
咬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
す
9

育
期
勲
腋
繍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
は
罫

驚
鍬
　
　
　
　
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
年
曜
用

午後5時半～

　　7時半
午後7時半～

　　9時半
月 庭　球 卓球、排球

火
籠球、

バドミントン
婦人スポーッ教室

水 排球、卓球 排球、サッカー

木 庭　球
バドミントン、

サッカー

金
バドミントン、

卓　球
排球、籠球

土 野球、サッカー 庭　球

十
日
町
市
千
歳
町
三
－
三
）
　
ω
十

日
町
市
民
体
育
館
内
　
十
日
町
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
（
〒
九
四
八
　
十

日
町
市
学
校
町
一
丁
目
）
の
い
ず
れ

か
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
、
q
D
協
会

事
務
局
　
庭
野
哲
夫
（
8
七
i
三
一

一
一
番
内
線
二
六
五
　
㈱
8
七
－
二

七
七
五
番
）
図
体
協
事
務
局
　
市
民

体
育
館
（
8
七
－
五
二
〇
八
番
）
へ
。

第
三
十
二
回
人
権
週
間

　
　
　
　
　
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
か
な
人
間
関
係
を
作
ろ
う

　
今
年
も
人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
人
権
週
間
の
由
来
は
、
一
九
四

八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）
の
国
連
総

会
で
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
十
二
月
十
日
を
記
念
し
て
、
こ
の

日
を
「
人
権
デ
i
」
と
定
め
、
世
界

各
国
が
人
権
を
尊
重
擁
護
す
る
こ
と

を
誓
っ
た
も
の
で
す
。

　
わ
が
国
で
も
、
十
二
月
四
日
か
ら

十
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
し
て
、
広
く
国
民
に
基
本
的
人
権

の
思
想
普
及
と
人
権
意
識
の
高
揚
を

呼
び
か
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
期
間
に
は
、
各
人
権
擁
護
機

関
で
人
権
の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
人
権
を
擁
護
す
る
機

関
と
し
て
、
わ
が
国
に
は
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

つ
ぎ
の
か
た
が
た
で
す
。

　
武
田
文
雄
　
　
市
内
土
市
第
一

　
小
林
賢
秀
　
　
　
〃
川
原
町

　
竹
内
　
茂
　
　
　
〃
川
治
内
後

　
小
川
彦
一
郎
　
　
〃
五
軒
新
田

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
十
日
町
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
と
十
日

町
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
は
、

つ
ぎ
の
日
程
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
き
ま
す
。

日
時
　
十
二
月
七
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館

入
場
料
　
無
料

演
奏
曲
目

（
弦
楽
合
奏
）
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
・

ナ
ハ
ト
、
ム
ジ
ー
ク
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
曲
　
他

（
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
）
浜
辺
の
歌
、
シ

ユ
ー
ベ
ル
ト
の
セ
レ
ナ
ー
デ

（
合
奏
）
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
、
ボ
ッ
ケ

リ
ー
二
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
他

（
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
テ

レ
マ
ン
の
ト
リ
ォ
ソ
ナ
タ
、
日
本
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
集
他

※
十
日
町
中
学
リ
コ
ー
ダ
ー
部
シ

ュ
テ
ィ
ー
プ
ス
／
七
つ
の
笛
の
踊
り

身
体
者
球
技
大
会
で
：
…

　
　
一
位
に
二
瓶
正
富
さ
ん

　
十
一
月
十
六
日
に
長
岡
聾
学
校
で

行
わ
れ
た
「
第
九
回
新
潟
県
身
体
障

害
者
球
技
大
会
」
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
個
人
の
部
）
で
二
瓶
正
富
さ
ん
が

見
事
第
一
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
県
内
の
身
障
者

百
二
十
余
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
十
日
町
チ
ー
ム
の
大
会
成
績

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

団
体
の
部

○
卓
球
　
二
位
（
池
田
利
雄
、
岡
部

昇
、
遠
田
昭
一
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
三
位
（
須
藤
一

彦
、
二
瓶
正
富
、
涌
井
洋
子
）

個
人
の
部

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
一
位
　
二
瓶
正
富
（
聴
覚
の
部
）

　
　
二
位
　
須
藤
一
彦
（
下
肢
の
部
）

○
卓
球

　
　
二
位
池
田
利
雄
（
下
肢
の
部
）
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～青少年育成十日町市民会議を結成～

◆
設
立
総
会
◆

　
　
●
十
二
月
三
日
困

　
　
　
　
　
午
後
六
時
半
～
九
時

　
　
●
市
民
会
館
ホ
ー
ル

◆
記
念
講
演
◆
…
総
会
終
了
後
－

上
村
文
三
氏

　
（
青
少
年
育
成
国
民
会
議
事
務
局
長
）

青
少
年
育
成
や
青
少
年
問
題
に
つ

い
て
具
体
的
な
成
果
を
得
る
た
め
に

は
、
年
間
を
通
じ
て
青
少
年
が
日
常

の
生
活
を
営
ん
で
い
る
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
、
或
い
は
相
互
に
連
携
す
る
形
で

の
実
践
活
動
の
重
要
性
が
強
く
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
市
で
も
そ
の
趣
旨
に

の
っ
と
っ
て
、
市
内
に
お
け
る
あ
ら

ゆ
る
青
少
年
関
係
機
関
、
団
体
、
指

導
者
、
育
成
者
等
が
連
携
し
、
青
少

年
健
全
育
成
に
関
す
る
地
域
活
動
を

総
合
的
に
推
進
す
る
母
体
と
し
て
、

青
少
年
育
成
市
民
会
議
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
◆
活
動
の
重
点
目
標

○
関
係
機
関
、
団
体
等
の
連
携
強
化

O
地
域
子
ど
も
会

の
育
成

○
青
少
年
育
成
組

織
の
助
長

○
社
会
環
境
等
浄

化
活
動
の
推
進

な
ど
四
項
目
を
軸

と
し
て
、
更
に
、

　
o
明
る
い
家
庭

づ
く
り
の
推
進

　
○
広
報
活
動

に
も
力
を
い
れ
、

広
く
市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
け
る
よ
う
な
組
織
に
発
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
設
立
総
会
に
は
多
く
の
方

々
の
ご
参
集
を
心
か
ら
お
ま
ち
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
こ
だ
ま
号
の
本

　
　
　
お
返
し
く
だ
さ
い

　
　
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
自

　
動
車
文
庫
は
、
降
雪
期
を
ひ
か

　
え
十
一
月
い
っ
ぱ
い
で
車
庫
に

　
入
り
ま
す
。

　
　
こ
だ
ま
号
の
本
を
ま
だ
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
て
い
な
い
方
は
、
最
寄
り
の
地

　
区
公
民
館
に
お
屈
け
く
だ
さ
い
。

r＋日町あ

人に

纏霜2なりました』
爾口’マリ子さん
～アメリあ。為略一ケから～（7〕

★
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
に
生
ま
れ

そ
こ
に
董
年
聞
、
そ
れ
か
ら
爾
本
に

十
年
閥
、
イ
ギ
リ
ス
・
．
雛
ン
緯
ン
に

三
年
聞
、
ア
メ
リ
ガ
ニ
三
ー
欝
ト

ク
に
四
年
間
　
甲
　
そ
し
て
十
貝
町

の
人
に
な
っ
て
酬
年
が
過
ぎ
た
人
が

い
ま
す
。
齋
内
本
町
二
丁
9
の
田
口

恵
一
さ
ん
（
会
社
員
）
の
と
こ
ろ
に

嫁
い
で
来
た
マ
リ
子
さ
ん
（
二
十
三

r
歳
）
で
す
。

★
お
父
さ
ん
の
仕
事
の
関
係
で
海
外

で
の
生
活
が
長
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
大
学
に
在
学
中
に
日
本
に
帰
国
、

某
テ
レ
ビ
局
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
と
き
に
、
夫
の
恵
一
さ
ん
と
知

り
合
い
、
そ
の
後
、
主
年
間
、
遠
く

離
れ
て
い
て
も
交
際
を
続
け
、
昨
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
か
ら
十
欝
町
の

人
に
な
り
ま
し
た
。

★
「
私
自
身
は
日
本
人
と
い
う
よ
り

む
こ
う
の
感
覚
が
強
い
か
ら
そ
う
考

え
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
舞
本

の
着
い
犬
逮
、
二
の
十
β
町
も
そ
う

で
す
が
．
着
い
人
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
発
散
で
き
る
施
設
が
少
な
い
の
は

残
念
な
気
が
し
ま
す
。
物
事
全
て
に

お
い
て
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
わ
け
で
、

例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ス
ポ
潅
ツ

と
レ
ジ
ャ
ー
が
一
緒
に
な
っ
て
生
活

の
中
に
溶
げ
こ
ん
で
い
蜜
す
」
と
“
日

本
”
に
つ
“
て
誘
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
す

★
音
楽
、
絵
を
書
く
こ
と
、
ズ
ポ
ー

ツ
、
読
書
と
幅
広
い
趣
味
を
も
つ
彼

女
は
、
現
在
、
小
・
中
・
高
校
生
に

英
会
話
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
夫
の

恵
細
さ
ん
が
文
法
を
教
え
る
と
い
う

二
人
三
脚
の
姿
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
も

の
を
感
じ
ま
し
た
。
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第

回
家
庭
婦
人
フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開
催

　
十
日
町
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で

は
、
つ
ぎ
の
要
綱
で
「
第
一
回
十
日

町
家
庭
婦
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
十
二
月
十
四
日
㈲

会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館

種
目
と
参
加
資
格

＠
家
庭
婦
人
A
ダ
ブ
ル
ス
…
…
既
婦

女
性
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
競
技
経
験

者
。㈲

家
庭
婦
人
B
ダ
ブ
ル
ス
…
…
既
婚

女
性
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
競
技
経
験

の
な
い
人
（
未
経
験
者
も
可
）

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ダ
ブ
ル
ス
…
…
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
競
技
経
験
は
問
わ
な
い

が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
中
学
生
以
下
（
部

活
未
経
験
者
）
ま
た
は
競
技
未
経
験

者
（
経
験
者
は
四
十
歳
以
上
）

参
加
料
　
＠
七
百
円
　
㈲
＠
五
百
円

申
込
み
　
十
二
月
六
日
働
ま
で
に
、

参
加
料
添
え
て
、
ω
十
日
町
市
役
所

農
林
課
　
庭
野
哲
夫
（
〒
九
四
八

　
　
　
　
　
十
田
町
橋
が
車
再
通
行
議
に

　
　
国
道
二
五
三
号
線
ナ
欝
町
橋
が
、
繍
修
工
事
の
た
め
．
筆
灘
薄

七
9
㈱
…
か
ら
牽
囲
9
㈲
ま
で
の
八
縫
閣
、
毎
織
華
購
率
一
蒋
～
整

後
二
時
ま
で
憲
爾
通
行
止
め
に
な
勢
蒙
す
．
嶽
お
、
貌
霧
餐
っ
業

い
た
大
醒
規
翻
獄
、
十
輔
欝
二
牽
蕊
欝
に
解
除
に
な
拶
ま
鞍
驚
．

竺
繍
　
　
　
　
　
　
　
糖
簸

翻
鰻
　
　
　
　
麟

館
時
糊
降
咬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
す
9

育
期
勲
腋
繍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
は
罫

驚
鍬
　
　
　
　
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
年
曜
用

午後5時半～

　　7時半
午後7時半～

　　9時半
月 庭　球 卓球、排球

火
籠球、

バドミントン
婦人スポーッ教室

水 排球、卓球 排球、サッカー

木 庭　球
バドミントン、

サッカー

金
バドミントン、

卓　球
排球、籠球

土 野球、サッカー 庭　球

十
日
町
市
千
歳
町
三
－
三
）
　
ω
十

日
町
市
民
体
育
館
内
　
十
日
町
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
（
〒
九
四
八
　
十

日
町
市
学
校
町
一
丁
目
）
の
い
ず
れ

か
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
、
q
D
協
会

事
務
局
　
庭
野
哲
夫
（
8
七
i
三
一

一
一
番
内
線
二
六
五
　
㈱
8
七
－
二

七
七
五
番
）
図
体
協
事
務
局
　
市
民

体
育
館
（
8
七
－
五
二
〇
八
番
）
へ
。

第
三
十
二
回
人
権
週
間

　
　
　
　
　
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
か
な
人
間
関
係
を
作
ろ
う

　
今
年
も
人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
人
権
週
間
の
由
来
は
、
一
九
四

八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）
の
国
連
総

会
で
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
十
二
月
十
日
を
記
念
し
て
、
こ
の

日
を
「
人
権
デ
i
」
と
定
め
、
世
界

各
国
が
人
権
を
尊
重
擁
護
す
る
こ
と

を
誓
っ
た
も
の
で
す
。

　
わ
が
国
で
も
、
十
二
月
四
日
か
ら

十
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
し
て
、
広
く
国
民
に
基
本
的
人
権

の
思
想
普
及
と
人
権
意
識
の
高
揚
を

呼
び
か
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
期
間
に
は
、
各
人
権
擁
護
機

関
で
人
権
の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
人
権
を
擁
護
す
る
機

関
と
し
て
、
わ
が
国
に
は
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

つ
ぎ
の
か
た
が
た
で
す
。

　
武
田
文
雄
　
　
市
内
土
市
第
一

　
小
林
賢
秀
　
　
　
〃
川
原
町

　
竹
内
　
茂
　
　
　
〃
川
治
内
後

　
小
川
彦
一
郎
　
　
〃
五
軒
新
田

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
十
日
町
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
と
十
日

町
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
は
、

つ
ぎ
の
日
程
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
き
ま
す
。

日
時
　
十
二
月
七
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館

入
場
料
　
無
料

演
奏
曲
目

（
弦
楽
合
奏
）
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
・

ナ
ハ
ト
、
ム
ジ
ー
ク
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
曲
　
他

（
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
）
浜
辺
の
歌
、
シ

ユ
ー
ベ
ル
ト
の
セ
レ
ナ
ー
デ

（
合
奏
）
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
、
ボ
ッ
ケ

リ
ー
二
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
他

（
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
テ

レ
マ
ン
の
ト
リ
ォ
ソ
ナ
タ
、
日
本
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
集
他

※
十
日
町
中
学
リ
コ
ー
ダ
ー
部
シ

ュ
テ
ィ
ー
プ
ス
／
七
つ
の
笛
の
踊
り

身
体
者
球
技
大
会
で
：
…

　
　
一
位
に
二
瓶
正
富
さ
ん

　
十
一
月
十
六
日
に
長
岡
聾
学
校
で

行
わ
れ
た
「
第
九
回
新
潟
県
身
体
障

害
者
球
技
大
会
」
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
個
人
の
部
）
で
二
瓶
正
富
さ
ん
が

見
事
第
一
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
県
内
の
身
障
者

百
二
十
余
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
十
日
町
チ
ー
ム
の
大
会
成
績

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

団
体
の
部

○
卓
球
　
二
位
（
池
田
利
雄
、
岡
部

昇
、
遠
田
昭
一
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
三
位
（
須
藤
一

彦
、
二
瓶
正
富
、
涌
井
洋
子
）

個
人
の
部

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
一
位
　
二
瓶
正
富
（
聴
覚
の
部
）

　
　
二
位
　
須
藤
一
彦
（
下
肢
の
部
）

○
卓
球

　
　
二
位
池
田
利
雄
（
下
肢
の
部
）
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～青少年育成十日町市民会議を結成～

◆
設
立
総
会
◆

　
　
●
十
二
月
三
日
困

　
　
　
　
　
午
後
六
時
半
～
九
時

　
　
●
市
民
会
館
ホ
ー
ル

◆
記
念
講
演
◆
…
総
会
終
了
後
－

上
村
文
三
氏

　
（
青
少
年
育
成
国
民
会
議
事
務
局
長
）

青
少
年
育
成
や
青
少
年
問
題
に
つ

い
て
具
体
的
な
成
果
を
得
る
た
め
に

は
、
年
間
を
通
じ
て
青
少
年
が
日
常

の
生
活
を
営
ん
で
い
る
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
、
或
い
は
相
互
に
連
携
す
る
形
で

の
実
践
活
動
の
重
要
性
が
強
く
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
市
で
も
そ
の
趣
旨
に

の
っ
と
っ
て
、
市
内
に
お
け
る
あ
ら

ゆ
る
青
少
年
関
係
機
関
、
団
体
、
指

導
者
、
育
成
者
等
が
連
携
し
、
青
少

年
健
全
育
成
に
関
す
る
地
域
活
動
を

総
合
的
に
推
進
す
る
母
体
と
し
て
、

青
少
年
育
成
市
民
会
議
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
◆
活
動
の
重
点
目
標

○
関
係
機
関
、
団
体
等
の
連
携
強
化

O
地
域
子
ど
も
会

の
育
成

○
青
少
年
育
成
組

織
の
助
長

○
社
会
環
境
等
浄

化
活
動
の
推
進

な
ど
四
項
目
を
軸

と
し
て
、
更
に
、

　
o
明
る
い
家
庭

づ
く
り
の
推
進

　
○
広
報
活
動

に
も
力
を
い
れ
、

広
く
市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
け
る
よ
う
な
組
織
に
発
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
設
立
総
会
に
は
多
く
の
方

々
の
ご
参
集
を
心
か
ら
お
ま
ち
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
こ
だ
ま
号
の
本

　
　
　
お
返
し
く
だ
さ
い

　
　
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
自

　
動
車
文
庫
は
、
降
雪
期
を
ひ
か

　
え
十
一
月
い
っ
ぱ
い
で
車
庫
に

　
入
り
ま
す
。

　
　
こ
だ
ま
号
の
本
を
ま
だ
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
て
い
な
い
方
は
、
最
寄
り
の
地

　
区
公
民
館
に
お
屈
け
く
だ
さ
い
。

r＋日町あ

人に

纏霜2なりました』
爾口’マリ子さん
～アメリあ。為略一ケから～（7〕

★
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
に
生
ま
れ

そ
こ
に
董
年
聞
、
そ
れ
か
ら
爾
本
に

十
年
閥
、
イ
ギ
リ
ス
・
．
雛
ン
緯
ン
に

三
年
聞
、
ア
メ
リ
ガ
ニ
三
ー
欝
ト

ク
に
四
年
間
　
甲
　
そ
し
て
十
貝
町

の
人
に
な
っ
て
酬
年
が
過
ぎ
た
人
が

い
ま
す
。
齋
内
本
町
二
丁
9
の
田
口

恵
一
さ
ん
（
会
社
員
）
の
と
こ
ろ
に

嫁
い
で
来
た
マ
リ
子
さ
ん
（
二
十
三

r
歳
）
で
す
。

★
お
父
さ
ん
の
仕
事
の
関
係
で
海
外

で
の
生
活
が
長
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
大
学
に
在
学
中
に
日
本
に
帰
国
、

某
テ
レ
ビ
局
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
と
き
に
、
夫
の
恵
一
さ
ん
と
知

り
合
い
、
そ
の
後
、
主
年
間
、
遠
く

離
れ
て
い
て
も
交
際
を
続
け
、
昨
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
か
ら
十
欝
町
の

人
に
な
り
ま
し
た
。

★
「
私
自
身
は
日
本
人
と
い
う
よ
り

む
こ
う
の
感
覚
が
強
い
か
ら
そ
う
考

え
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
舞
本

の
着
い
犬
逮
、
二
の
十
β
町
も
そ
う

で
す
が
．
着
い
人
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
発
散
で
き
る
施
設
が
少
な
い
の
は

残
念
な
気
が
し
ま
す
。
物
事
全
て
に

お
い
て
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
わ
け
で
、

例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ス
ポ
潅
ツ

と
レ
ジ
ャ
ー
が
一
緒
に
な
っ
て
生
活

の
中
に
溶
げ
こ
ん
で
い
蜜
す
」
と
“
日

本
”
に
つ
“
て
誘
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
す

★
音
楽
、
絵
を
書
く
こ
と
、
ズ
ポ
ー

ツ
、
読
書
と
幅
広
い
趣
味
を
も
つ
彼

女
は
、
現
在
、
小
・
中
・
高
校
生
に

英
会
話
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
夫
の

恵
細
さ
ん
が
文
法
を
教
え
る
と
い
う

二
人
三
脚
の
姿
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
も

の
を
感
じ
ま
し
た
。
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十
日
町
市
観
光
協
会
で
は
、
つ
ぎ

の
要
領
で
、
第
二
回
カ
ラ
ー
「
雪
の

十
日
町
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
参
加

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　
冬
の
十
日
町
に
取
材
し
た

も
の
で
未
発
表
の
も
の
。
た
だ
し
、

雪
ま
つ
り
は
第
三
十
二
回
の
も
の
に

限
る
。

撮
影
参
考
例
　
節
季
市
、
ホ
ン
ヤ
ラ

ド
ゥ
、
サ
イ
ノ
神
、
第
三
十
二
回
雪

ま
つ
り
、
出
機
、
雪
国
の
風
俗
な
ど

サ
イ
ズ
　
三
十
五
ミ
リ
判
以
上
の
カ

ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
、
ま
た
は
カ
ラ
ー
プ

リ
ン
ト
で
G
判
・
二
B
判
・
キ
ャ
ビ

ネ
判
の
単
写
真
に
限
る
。

応
募
方
法
　
作
品
の
裏
面
に
、
題
名
、

一献血車目程一
　とき12月8日（月）

　　　　午前10時～午後3時
　ところ　滝文工業㈱

　と　き　12月9日（火〉

　　　　午前10時～午後3時
　ところ　㈱エドヤ

明日といわず今献血しましょう

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
デ
ー
タ

ー
を
記
入
し
、
〒
九
四
八
　
十
日
町

市
千
歳
町
三
i
三
　
十
日
町
市
役
所

内
、
十
日
町
市
観
光
協
会
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
係
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

締
切
り
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十

一
日
（
消
印
有
効
）

発
表
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
下
旬
に

地
元
新
聞
、
市
報
、
並
び
に
本
人
に

直
接
通
知
。

賞
　
推
薦
一
名
、
特
選
三
名
、
入
選

二
十
名
、
努
力
賞
三
十
名

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
商
工
課
（
8

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
六
六
）
ま

た
は
、
市
内
カ
メ
ラ
、
写
真
取
扱
“

店
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

…
1
2
月
の
休
日
救
急
医

一
7
臼

｝
1
4
日

｝
a
日

一㎜
2
8
β

…
2
9
β

…
3
0
日

皿
鍵
饅

午
年
診
療
所
（
川
酉
町
中
央
町
）
…

魯
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番
　
…

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

　
鶴
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
善
…

水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）
　
　
…

　
魯
8
の
2
0
3
∬
番
皿

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
…

　
8
2
の
3
2
7
6
番
…

“
灘
∵
蜜
…
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
　
…

魯
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番
　
…

池
田
医
院
（
本
訂
璽
丁
旦
…

　
霧
2
の
2
5
8
1
番
…

山
O
医
院
（
黛
町
中
〉
　
…

　
　
魯
2
の
2
1
7
4
番
』

富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
　
…

　
8
2
の
3
2
6
9
番
…

中
条
病
號
（
北
原
）
　
　
㎜

　
魯
7
の
3
0
1
8
番
…

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

12
月
2
4
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

茄
年
8
月

生
れ
の
人

域全

書
　
　
た

知
）
か

通
紙
の

診
用
月

検
ト
当

み
一
該

の
ケ
も
。

診
ン
て
い

検
ア
く
さ

児
訳
な
だ

月
す
が
く

カ
ま
知
で

6
り
通
い

歳
送
人
お

ー
を
個
は

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

12

月
12
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

54
年
6
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

皿
月
1
0
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
；
ム

52
年
6
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

12

月
9
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
3
時
半

十
日
町
公
民
館

55
年
6
月

～
8
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
11
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

毛
皮
ハ
ー
フ
コ
ー
ト

（
う
さ
ぎ
韓
国
製
黒
）

中
　
　
古

三
万
円

女
子
自
転
車

（
小
一
～
二
年
）

中
　
古

相
談
で

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト

（
ふ
と
ん
付
）

〃

相
談
で

ヤ
マ
ハ
G
T
5
0
㏄

〃

〃

テ
レ
ビ
野
球
ゲ
ー
ム

〃

一
万
円
位

婦
人
用
自
転
車

〃

〃

ベ
ビ
ー
バ
　
ス

〃

相
談
で

子
供
用
鉄
棒

〃

〃

藤
製
ベ
ビ
：
ベ
ッ
ト

〃

〃

す
　
べ
　
り
　
台

（
2
m
位
）

〃

三
千
円

温
風
ヒ
ー
タ
ー

〃

六
万
円

フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー

〃

五
千
円

こ
た
つ
や
ぐ
ら

（
三
尺
）

〃

相
談
で

ジ
ュ
ー
キ
編
機

新
　
品

二
万
円
位

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
二
十
七
日
困
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
　
土
市
第
四
の

一
部
、
土
市
第
三
、
土
市
第
一
、
漆

島
、
池
ノ
尻
、
細
尾
、
天
池
　
▼
十

一
月
二
十
八
日
働
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
新
座
第
二
・
第
三
、

本
町
七
丁
目
の
一
、
四
日
町
新
田
第

三
の
各
一
部
、
本
町
七
丁
目
の
二
、

三
和
町
　
▼
十
二
月
四
日
㈱
　
午
前

八
時
～
正
午
ま
で
　
城
之
古
東
町
、

北
新
田
第
一
の
各
一
部
、
城
之
古
第

一
、
城
之
古
第
二
　
▼
十
二
月
五
目

働
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
吉
田

山
谷
の
一
部
▼
十
二
月
九
日
㈹

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
吉
田
山
谷

稲
葉
の
各
一
部
　
▼
十
二
月
十
二
日

囲
　
午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
半
ま
で

四
日
町
第
一
・
中
条
八
幡
の
各
一
部

五
軒
新
田
、
尾
崎
　
▼
十
二
月
十
六

日
㈹
　
午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
半

ま
で
　
中
条
八
幡
、
中
町
、
中
条
旭

町
の
各
一
部
、
上
町
、
旭
ケ
丘
、
上

原
　
▼
十
二
月
十
七
日
困
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
　
四
日
町
第
一

～
第
四
の
各
一
部
　
▼
十
二
月
十
七

日
困
　
正
午
～
午
後
四
時
ま
で
　
中

条
島
、
中
条
旭
町
、
中
町
の
各
一
部
、

太
子
堂
、
尾
崎
、
塚
田

　　　　　膨嚴
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○
ー

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

　
市
内
で
は
、
一
月
か
ら
十
二
月
十

日
ま
で
に
建
物
火
災
十
四
件
、
林
野

火
災
七
件
、
そ
の
他
一
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
毎
年
、
年
末
年
始
は
火

を
多
く
使
う
う
え
、
気
ぜ
わ
し
い
の

で
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
建
物
火
災
で
、
全
国
的
に

多
い
の
が
居
間
か
ら
の
出
火
で
す
。

そ
れ
は
、
最
近
居
間
で
使
わ
れ
る
火

気
や
燃
え
や
す
い
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
呑
た
め
で
、
悲
惨
な
火
災
に
あ

わ
な
い
た
め
に
特
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
火
気
の
ま
わ
り
は
整
理
整
と
ん

◎
“
大
丈
夫
だ
ろ
う
”
と
い
う
安
易

　
な
心
が
火
災
や
事
故
に
つ
な
が
る

◎
ス
ト
ー
ブ
等
の
給
油
は
消
火
を
確

　
か
め
て
か
ら
行
い
、
真
上
に
洗
濯

　
物
は
干
さ
な
い
。

◎
石
油
風
呂
釜
は
時
々
点
検
し
掃
除

◎
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
に
十
分
注
意

◎
天
ぶ
ら
鍋
の
使
用
中
は
そ
の
場
を

　
離
れ
な
い
。

◎
雪
お
ろ
し
等
で
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
配

　
管
等
が
損
傷
し
な
い
よ
う
に
。

◎
避
難
口
は
、
二
方
向
を
確
保
す
る
。

昭和56鎌鐵鞠義簿、
麟瞬邸年幽初或饗噸潔鰹灘お鰯鞭
奮す。

当鐵は畢朝か嚇饗鑓齪欝奮灘誠

水 下 六 中 中 川十 地
条 条 治日

● 区
山 平 士町

口

沢 条 箇 地 場 田・ 名

午一 一 一 一 一 一
前月 午月 午月 午月 午月 午月 期

十十 前七 後四 前十 前十 前四
時七 十日 二日 十一 十六 十日

日 時㈱ 時（日） 時日 時日 時㈲ 日
（ガ （日） 働

水 下 六 克 中 十

沢
地

条
地

箇 雪
セ

条
島

目
町
市

△
云

区
公
民

区
公
民

小
学

ン
タ

公
民

民
体
育

場

館 館 校 1 館 館

：
○　

　
　
（
出
機
を
含
む
）

機
械
、
食
料
品
関
係
等
製
造
業
に
属

す
る
す
べ
て
の
業
務
が
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
国
、
県
の

み
な
ら
ず
地
域
内
で
も
各
方
面
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
お

忙
し
い
時
期
で
す
が
、
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
従
業
員
三
十
人
以
上
の
事

業
所
に
つ
い
て
は
「
商
鉱
工
業
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調
査
」
が
同

時
に
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
提
出
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
「
統

計
」
を
作
る
目
的
以
外
に
は
絶
対
に

使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

肇工業統計調査に
賛　　ご協力を一

　
昭
和
五
十
五
年
工
業

統
計
調
査
が
今
年
も
十

二
月
三
十
一
日
現
在
で

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
工
業
統
計
調
査

は
製
造
業
の
国
勢
調
査

と
も
い
わ
れ
、
国
全
体

の
製
造
業
の
姿
や
製
造

業
活
動
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
も
絹
織
物
関

　
　
　
　
　
を
は
じ
め

，
●
年
末
年
始
の

　
　
　
　
市
役
所
業
務

　
礁
役
所
で
は
、
十
二
月
二
十
九
日

嵐
潟
）
～
…
潟
黛
欝
（
土
）
衷
で
平
常
業

務
懇
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
疑
生
活
課
、
税
務
課

会
欝
㎜
課
の
窓
口
で
は
、
二
十
九
日
、

蕊
牽
日
と
、
三
牽
贈
籔
の
午
離
中
業

灘
馨
行
っ
て
い
蕊
す
魁
出
張
所
の
業

務
捻
休
み
で
す
。

　
薪
年
は
酬
月
五
霞
（
月
）
が
仕
事

始
灘
に
癒
ウ
ま
す
．
　
『
御

　
●
年
末
年
始
の

　
　
　
　
ご
み
収
集

・
徽
塗
旛
設
組
舎
で
ば
、
十
二
月
三

漸
、
榊
β
㈱
～
榊
月
囲
貝
㈱
塞
で
、
ご

み
麟
藁
を
徐
ま
懸
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
焼
却
揚
へ
の
ご
み
の
持
ち
、

込
み
は
十
二
月
二
十
九
β
、
三
十
日

は
噺
β
中
、
三
十
一
β
は
苧
繭
中
ま

で
受
付
け
ま
す
。

　
趣
立
て
地
は
三
牽
β
ま
で
で
す
。

　
お
問
い
合
せ
は
．
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
糟
七
ー
縛
七
五
一
番
X
。


